
01

さ

た

な

ま

や

ら

わ

A
B
C

D
E
F

G
H
I

J
K
L

M
N
O

P
Q
R

S
T
U

V
W
X

数
字

Y
Z

造形ファイル　http://zokeifile.musabi.ac.jp/

あい紙（合紙・間紙）は、版画や水彩画などの紙作品を
保管する際に、作品と作品の間に挟み込んで使う、保護
用の薄い紙のことです。
紙は酸化やカビが発生すると、黄ばみや劣化の原因とな
ります。また、作品表面のインクや色材などが外部から
の紫外線や物理的な影響によりダメージを受ける場合が
あります。これらのダメージから作品を守るために、保
管時はあい紙を作品の表面に重ねたり、作品と作品の間
に挟むなどの処置を行います。
一般的には中性の薄葉紙（うすようし）、またはロール紙、
グラシン（パラフィン紙）が用いられることが多いので
すが、長期保存の場合には専用の SIL ティッシュ、ピュ
アガード（特殊製紙株式会社）などの保護紙を用いる方
が良いでしょう。
あい紙は若干の光沢がありツルツルした面が表側です。
作品を保存する際は、ザラついた裏側を画面に向け、一
点ずつあい紙を置き、作品を重ねます。高温多湿な場所
を避け、通気性の良いところで保存することが大切です。
あい紙は画材店などで手に入れることが可能です。

あい紙

概要

あいし（あいがみ）
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あい紙

写真 1.　あい紙（ロール紙の拡大写真）

は

※写真中の紙色は、実際とは異なる場合があります。

あ
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写真 2.　あい紙（ロール紙）における描画例（拡大写真）

※描画例（写真）は、用紙の特性や表現の可能性を示すためのテ

ストサンプルであり、特定の描画材の使用を薦めているものでは

ありません。（一般的には適していないとされる描画材もあえて使

用しています。）

あい紙

は

使用例　作品の保管・保護

あい紙を作品の表面に重ねたり、作品と作品の間に挟むことで保

護します。


